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新たな社会システムの提案者へ1
　これまで建設コンサルタントは、主に行政により発注された業務の仕様を満たすことを目的とした技
術的提案活動を行ってきました。しかしながら、私たちがミッションとして目指す『豊かな未来』の実現の
ためには、建設コンサルタント自らが時代を先取りし、社会の課題解決や価値創造に向けて効果的で実
効性の高い提案を行っていく必要があると考えています。
　それは例えば、変わりゆく世界情勢や国民・道民の価値観への対応、グリーン社会やSDGsを目指した
持続可能な社会の創造などのために、新技術や高度な分析・評価技術を身につけ、新たな制度設計や政
策実現に向けたロードマップづくり、さらにはファイナンスのあり方までも提案していくといったようなこ
とです。
　こうした提案を私たち建設コンサルタントが率先して行うことで、『豊かな未来』のビジョンを明確に描
くことができ、地域社会に新たなムーブメントを起こせるのではないかと感じています。そのために今後
は、これまでに蓄積してきた技術に加えて、高度かつ最新の技術や仕組みを取り入れた新たな社会システ
ムの提案者となることを目指します。

新たな社会的機能の担い手へ
　建設コンサルタントはこれまで主に請負事業者として、行政等によるインフラ政策実現のための役割を果
たしてきました。しかしながら、『豊かな未来』の実現に向けては、さらに一歩踏み込んだ新たな社会的機能
を担う必要があると考えています。
　それは例えば、複雑化していく社会システムや各種事業の運営などを担うマネジメント機能、行政・事業
者・利用者間の橋渡し機能、地域のインフラ教育や各種プロジェクトを遂行するためのコーディネート機能
などです。
　こうした新たな機能が地域社会の様々なシーンに浸透・定着することで、『豊かな未来』に近づけることが
できると感じています。そのために今後は、請負事業者としての役割を果たすだけではなく、様々なプロジェ
クトのマネジャーやコーディネーターなど、新たな社会的機能の担い手となることを目指します。

　建設関連業界を目指す若者たちにとって建設コンサルタント業界は、これまで長時間労働や社会の裏方
を担う職業などといったネガティブなイメージが先行していたのではないかと思っています。一方で、私たち
が目指す『豊かな未来』の実現に向けては、共に立ち向かう次代を担う優秀な若い人材を確保していく必要
があり、そのためにも、このミッションを機会に、働き方や社会における役割をポジティブなものに変革して
いく必要があると思っています。
　それは例えば、新たな社会システムの提案者や新たな社会的役割の担い手を発掘・育成するプログラム
の開発や、リモートワークやワーケーションなど多様な働き方の導入、さらに労働に対する適切な処遇への
改善などです。
　こうした取組を着実に実現させていくことで、建設コンサルタント業界はより魅力的な業界へと成長し、そ
して『豊かな未来』の実現を共に目指す人材も確保・育成できると考えています。そのために今後は、次代の
若者たちにとって魅力的な業界へとさらに発展させていくことを目指します。

私たち北海道の建設コンサルタントは、ミッションとして目指す『豊かな未来』の

一つの形である「交通からみた未来の北海道の姿」の実現に向け、より一層貢献

できるよう、私たち自身も変化、成長していきます。

2 次代を担う若者たちにとって魅力的な業界へ3

『豊かな未来』に向けた
建設コンサルタントの挑戦
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「交通が描く多様な北海道の姿」

　本提言書は、北海道の課題やポテンシャルを整

理し、ミッションを明示した上で、交通から見た未

来の北海道の姿を提言している。この提言書を読

まれた方は、どのような北海道の未来像をイメージ

されただろうか？ 未来像をイメージするためには、

ありたい姿を共有することが肝要である。

　現在、新たな北海道総合開発計画の中間整理に

おいて、ありたい姿「未来像」として、2050年の北海

道の将来像が議論されている。そこでは、北海道の

強みを活かし、豊かな北海道を実現することで国の

課題解決に貢献し、デジタルの実装により地方部

における定住・交流環境が維持され、国内外から人

を魅きつける多様な暮らしを実現するとの提案が

なされている。この将来像は、本提言に示されてい

る、交通から見た北海道のありたい姿と一致する。

　古来、人間は、距離を克服し、異なった集団間と

多方面で交流することで、生産し、消費し、楽しみ、

暮らしてきた。つまり人間は「交流する動物」であ

り、人間の歴史は交流の歴史でもある。この交流と

いう本質的な活動で生じる「交通」は、人々の住ま

い方や活動、時には意識や価値観までも規定して

きた。そしてこれからも交通の本質は不変であると

想像される。それどころか、社会状況の変化により

価値観が多様化する中で、交通が担う役割はより

拡大することが考えられる。

　交通は紛れもないリアルである。提言書が示す

多様性に富んだ北海道の未来の姿を、リアルな交

通で実現する取組が進展することを期待する。

「計画を実現するために」

　国土計画の観点から全国の高規格幹線道路

14,000kmのネットワークや新幹線、空港などの整

備計画が策定され、全国的には整備が進む一方

で、高規格幹線道路の未事業化区間の約半分は

北海道であったり、新幹線の建設が進む一方で鉄

道網の維持が困難である状況にある。人口減少、

高齢化が全国よりも先んじて進んでいる北海道に

おいては、経済効率性でインフラの整備を論じられ

ると極めて不利な状況におかれる。しかし、そもそ

も北海道は計画で描かれていた地域の将来像が

未だ実現されていないことが問題であると私は考

える。

　本提言では、北海道の将来の交通に関して、

様々な視点で議論された成果が盛り込まれてい

る。これらは本来これまで目指していた北海道の計

画のあるべき姿の実現、そして北海道をさらにより

良くするためのものと受け止めている。今後はこれ

らの実現に向けてどう関係機関や社会を動かして

いくか、あるいは私たちが動いていくのか、が重要

と考える。

　北海道の課題に目が行きがちだが、カーボン

ニュートラルや食と観光は、北海道がアドバンテー

ジを有し、わが国の先頭を切って進めていけるもの

である。実現までのロードマップを示し、その時の

北海道の姿を共有し、本提言を踏まえて具体的に

各主体が取り組んでいくことを議論し、実行するこ

と、併せて実現に必要な制度設計の提案が、今後

求められていくと考えている。

「北海道のトランスフォーメーション」

　本書は北海道の建設コンサルタントで活躍する

若手技術者を中心とした１１名のメンバーが昼夜

議論をつくして描いた、将来の北海道の交通インフ

ラのあるべき姿についての提言である。提言のター

ゲットイヤーはカーボンニュートラル宣言や新しい

北海道総合開発計画等との整合を図り、2050年

に設定されている。

　50年間を一区切りとして歴史を振り返ると、戦

後間もない1950年代から2000年代、また2000年

代から現在と、北海道の交通の姿は大きく変容し

てきた。鉄道はもとより、人口増加期の都市化を支

えた自動車と道路の組み合わせによるモータリ

ゼーションは、2020年代の現在、既にポスト・モー

タリゼーション期へと移行している。交通インフラ

は物理的構造物から情報インフラへと変貌しつつ

ある。また人々が求める価値観も、量の拡充から質

の向上、経済的効率化から生活の質や活動の意味

の充実化へと変化している。

　しかし人々の価値観が変化しようとも、我が国に

おける地政学的な北海道の立ち位置は将来にわ

たって存在し続ける。人口増加期から減少期へと

既に変曲点を超えた現在の北海道の活性化を考え

ると、技術論に根差した新しい挑戦が社会全体に

おいても必要になることは自明であろう。

　2050年は目の前にある私たちが共に迎える未

来である。北海道が抱える課題は数多いが、果敢

な意思決定と行動により変えることができる未来

でもある。本提言をまとめた次代を担う若手技術者

の活躍に期待する。
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  生産空間
主として農業・漁業に係る生産の場（特に市街地では

ない領域）を指す。生産空間は、生産のみならず、観光

や再生可能エネルギーなど、多面的・公益的機能を提

供している。8期目となる北海道総合開発計画におい

て示された概念。

  IC、SA、PA
高規格道路上にある施設のことで、IC：インターチェ

ンジ、SA：サービスエリア、PA：パーキングエリアを示

す。本提言書では、「交通結節点」としての活用可能性

について提言している。

  交通結節点
新幹線、電車、バス、タクシー、レンタカー、シェアモビ

リティなど、様々な交通手段の接続が行われる乗り換

え拠点のこと。本提言書では、規模が大きなものを交

通ターミナル、小さなものをモビリティスポットと称し

ている。

  BIM／CIM〔ビム(シム)：Building
 (Construction) Information Modeling〕
計画、調査、設計段階から3 次元モデルを導入するこ

とにより、その後の施工、維持管理の各段階において

も3 次元モデルを連携・発展させて事業全体にわた

る関係者間の情報共有を容易にし、一連の建設生

産・管理システムの効率化・高度化を図る取組のこと。

  コミュニティ交通・デマンド交通
コミュニティ交通（バス）とは、既存路線以外のバスの

こと。デマンド交通とは、バスや電車などのようにあら

かじめ決まった時間帯に決まった停留所を回るので

はなく、予約を入れて指定された時間に指定された場

所へ送迎する交通サービスのこと。

  MaaS〔マース：Mobility as a Service〕
地域住民や旅行者の移動ニーズに対応して、複数の

公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合

わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスのこ

と。観光や医療等、交通以外のサービス等との連携に

より、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資す

る重要な手段となる。本提言書では、物流においても

同様の概念を提案している。

  データプラットフォーム
BIM/CIMにより作成される3次元モデルデータや、地

盤情報、民間建築物等の国土に関する情報をサイ

バー（仮想）空間上に再現し、さらに官民が保有する

交通や物流・商流等の経済活動に関するデータや気

象等の自然現象に関するデータを連携させ、施策の

高度化やイノベーション創出を目指すもの。

  シーニックバイウェイ制度〔日本風景街道〕
景観・シーン(Scene)の形容詞シーニック(Scenic)

と、わき道・より道を意味するバイウェイ(Byway)を

組み合わせた言葉のことであり、地域に暮らす人が主

体となり、企業や行政と手をつなぎ、美しい景観づく

り、活力ある地域づくり、魅力ある観光空間づくりを

行う取組のこと。

  観光ONE ID〔ワン・アイディー〕
来訪した観光客に固有のIDを付与し、観光客のあら

ゆる旅程（移動、宿泊、食事、イベント参加、買い物、手

荷物預け等）における認証、決済を一元処理すること

で、顔パスによる旅行ができるといった本提言書にお

ける概念のこと。

  デジタルツイン
リアル（現実）空間から収集したデータを使い、サイ

バー（仮想）空間上に同じ環境をあたかも双子のよう

に再現する技術のこと。交通施策に適用することで、

設備保全、品質向上、リスク低減、期間短縮、コストダ

ウン、アフターサービスの充実等が期待できる。
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